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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、核内で機能し、EGR（早期成長応答）ファミリーの転写活性化因子の一部によって誘導される転写を抑制するNGFI-A結合タンパク質（NAB）ファミリーのメンバーをコードしています。NABタンパク質は、保存されたN末端ドメインを介して他のEGRまたはNABタンパク質とホモまたはヘテロ多量体を形成し、2つの部分的に重複したC末端ドメインを介して転写を抑制します。コードされているタンパク質による転写抑制は、ヌクレオソームリモデリングおよび脱アセチル化酵素（NuRD）複合体との相互作用によって部分的に媒介されます。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されていますが、その生物学的妥当性は未だ確立されていません。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：NAB保存ドメイン1（NCD1）はEGR1阻害ドメインと相互作用し、多量体形成を媒介する。,ドメイン：NAB保存ドメイン2（NCD2）は転写抑制に必須である。,機能：ジンクフィンガー転写因子EGR1およびEGR2の転写抑制因子として作用する。アイソフォーム2は抑制能を欠く。,誘導：血清およびPMA刺激による。,類似性：NABファミリーに属する。,細胞内局在：アイソフォーム2は核に局在しない。,サブユニット：ホモ多量体はDNAに結合したEGR1と会合する可能性がある。,組織特異性：低レベルで広く発現している。メラノーマ細胞株で高発現する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；補因子；神経科学；神経プロセス；神経発生
	画像データ
	

	NAB2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NAB2抗体を用いたHT-29細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NAB2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したNAB2ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

